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今
号
で
は
、
舞
鶴
の

魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
新
春
特

別
企
画
と
し
て
、
舞
鶴

の
観
光
や
グ
ル
メ
、
お

正
月
な
ど
に
関
連
し
た

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

を
作
り
ま
し
た
。
ク
イ

ズ
の
正
解
者
に
は
、
抽

選
で
豪
華
な
賞
品
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

タ
テ
の
カ
ギ

❖
「
タ
テ
の
カ
ギ
」「
ヨ
コ
の

カ
ギ
」
を
解
い
て
、
中
央
の

パ
ズ
ル
の
マ
ス
目
に
一
文
字

ず
つ
入
れ
ま
す
。

❖
「
タ
テ
の
カ
ギ
」
の
言
葉

は
上
か
ら
下
に
、「
ヨ
コ
の
カ

ギ
」
の
言
葉
は
左
か
ら
右
に

文
字
を
入
れ
ま
す
。

新春

特別
企画

❶
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
わ

り
、
海
外
に
残
さ
れ
て
い
た

日
本
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
、

昭
和
20
年
９
月
に
舞
鶴
港
が

○
○
○
○
○
○
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
33
年
９
月
に

最
終
船
「
白
山
丸
」
が
入
港

す
る
ま
で
の
13
年
間
、
そ
の

役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。

❷
舞
鶴
湾
の
西
に
位
置
す
る
四

所
地
域
の
○
○
○
・
吉
田
・
大

君
地
区
で
は
、
現
在
、
カ
キ
の

出
荷
作
業
で
大
忙
し
で
す
。

❖
カ
ギ
の
番
号
と
同
じ
番
号

が
書
か
れ
た
マ
ス
目
か
ら
文

字
を
入
れ
ま
す
（
小
さ
い
文

字
も
大
き
い
文
字
と
し
て
扱

い
ま
す
）。

❖
マ
ス
目
が
全
部
埋
ま
っ
た

ら
、
Ａ
～
Ｉ
の
マ
ス
目
に
入

っ
た
文
字
を
答
え
欄
の
マ
ス

目
に
入
れ
、
で
き
た
言
葉
が

答
え
で
す
。

❸
舞
鶴
か
に
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
。
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
「
ズ
ワ
に
い
」
と
「
カ

ニ
ミ
ち
ゃ
ん
」
も
い
る
よ
。

❹
大
浦
半
島
に
あ
る
西
国
薬

師
霊
場
30
番
札
所
の
○
○
○

は
、
遠
く
飛
鳥
時
代
に
起
源

を
も
つ
、
舞
鶴
で
一
番
古
い

と
さ
れ
る
由
緒
あ
る
寺
で
す
。

金
剛
力
士
立
像
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

❺
舞
鶴
湾
で
は
、「
丹
後
と
り
貝
」

や
カ
キ
な
ど
○
○
類
の
育
成
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

❻
昨
年
、
府
内
全
域
で
開
催
さ

れ
た
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京

都
２
０
１
１
の
舞
鶴
市
主
催
事

業
「
吹
奏
楽
ポ
ッ
プ
ス
と
ジ
ャ

❾
生
の
す
り
身
を
多
く
使
っ
た

「
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
」。
毎
年
、
舞

鶴
か
ま
ぼ
こ
知
ろ
う
館
活
用
協

議
会
で
は
、
か
ま
ぼ
こ
板
に
絵

と
文
字
を
描
く
「
舞
鶴
○
○
○

○
『
絵
と
文
字
』
大
賞
」
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
公
設
地
方
卸
売
○
○
○
と
京

都
府
漁
連
舞
鶴
○
○
○
で
は
、

１
月
５
日
（
木
）
に
初
セ
リ
が

行
わ
れ
ま
す
。

�
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー

で
は
、
子
ど
も
の
○
○
○
○
に

合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
平
成
21
～
23
年
の
年
末
に
放

送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル

ド
ラ
マ
「
○
○
の
上
の
雲
」
は
、

赤
れ
ん
が
倉
庫
群
や
舞
鶴
湾
内

で
も
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
観
光
協
会
と
連
携
し
て
、
舞

鶴
の
普
段
見
ら
れ
な
い
ス
ポ
ッ

�
お
正
月
休
み
で
○
○
た
ち
が

帰
省
。
お
年
玉
を
た
く
さ
ん
用

意
し
な
け
れ
ば
・
・
・
。

�
田
辺
城
を
築
い
た
初
代
城
主

「
細
川
幽
斎
」。
関
ヶ
原
合
戦
の

前
哨
戦
と
い
わ
れ
る
田
辺
籠
城

戦
の
際
、「
古
今
○
○
集
」
の
秘

事
口
伝
の
伝
承
者
（
古
今
伝
授
）

で
あ
る
幽
斎
が
討
死
す
る
こ
と

を
惜
し
ん
だ
朝
廷
が
停
戦
を
命

じ
た
話
は
有
名
。

�
市
で
は
、
田
畑
を
有
害
鳥
獣

か
ら
防
除
す
る
た
め
の
電
気
○

○
の
設
置
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

設
置
す
る
と
き
は
、
危
険
が
な

い
よ
う
周
囲
の
人
の
安
全
を
考

慮
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
毎
年
８
月
16
日
に
伊
佐
津
川

河
口
の
大
和
橋
付
近
で
行
わ
れ

る
府
登
録
文
化
財
・
吉
原
の
○

○
○
○
。
川
の
中
で
高
さ
約
18

㍍
の
○
○
○
○
に
漁
業
の
安
全

を
願
い
、
火
を
付
け
て
回
転
さ

せ
る
夏
の
伝
統
行
事
。
ク
ラ
ゲ

が
大
量
発
生
し
た
際
に
、
海
神

の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め
に
始
ま

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定
さ

れ
た
京
都
舞
鶴
港
。
昨
年
も
日

本
最
大
級
の
豪
華
客
船
「
○
○

○
Ⅱ
」
や
「
ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び

い
な
す
」
な
ど
の
ク
ル
ー
ズ
客

�
「
本
物
」
や
作
り
手
の
「
思

い
」
に
こ
だ
わ
っ
た
○
○
オ

シ
の
「
舞
鶴
観
光
特
産
み
や

げ
品
」。
○
○
オ
シ
の
推
奨
マ

ー
ク
が
目
印
で
す
。

▶
最
終
船
「
白
山
丸
」
が
舞
鶴
港

に
入
港

○○○○○

ズワにい▼カニミちゃんカニミちゃん

▲富山商業高校の飛び入り参加もあり、大
盛況のフィナーレを迎える

▲地域ブランド「舞鶴かまぼこ」のほか、
舞鶴の練り製品は絶品

▲豪華客船「○○○Ⅱ」が京都舞鶴港西港
に寄港

▶
地
域
の
男
衆
が
川
に
入
り
、
火
を

付
け
た
○
○
○
○
を
回
転
さ
せ
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
「
第
２
期
舞
鶴
市
環
境
基
本

計
画
（
含 

地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画[

区
域
施
策
編]

）」

で
は
、「
～
○
○
も
地
域
も
地

球
も
元
気
～
環
境
に
や
さ
し

い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
べ
き
環
境
像
と
し

て
い
ま
す
。

❷
舞
鶴
湾
近
海
は
絶
好
の
漁

場
。「
定
置
○
○
」
や
「
底
引

き
○
○
」
で
豊
富
な
種
類
の

魚
を
捕
っ
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
舞
鶴
か
に
は
「
底
引
き

○
○
」
漁
で
す
。

❻
冠
島
を
繁
殖
地
と
す
る
府
の

鳥
「
○
○
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
」。

❼
来
年
、
友
好
都
市
提
携
30
周

年
を
迎
え
る
大
連
市
は
中
国
の

○
○
○
○
○
省
に
あ
り
ま
す
。

❽
刺
身
に
す
る
と
イ
カ
の
中
で

も
一
番
と
い
わ
れ
る
○
○
○
○

○
。
舞
鶴
で
は
別
名
「
秋
イ
カ
」

�
第
26
回
国
民
文
化
祭
・
京
都

２
０
１
１
の
Ｐ
Ｒ
隊
長
と
い
え

ば
。

�
お
正
月
の
遊
び
と
い
え
ば
…

た
こ
揚
げ
、
羽
子
板
、
福
笑
い
、

○
○
回
し
。

�
威
風
堂
々
と
し
た
姿
か
ら
祝

い
の
魚
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま

す
。
舞
鶴
に
は
○
○
漁
港
も
あ

る
よ
。

�
市
で
は
、
○
○
の
巣
を
駆
除

す
る
と
き
の
防
護
服
を
無
料
で

貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

�
今
年
の
干
支
。

�
山
陰
地
方
で
と
れ
る
冬
の
味

覚
の
王
様
「
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
」
の

オ
ス
の
総
称
は
○
○
○
か
に
。「
舞

鶴
か
に
」
も
○
○
○
か
に
で
す
。

�
吉
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
小
浜
Ｉ
Ｃ

ま
で
開
通
し
て
い
る
舞
鶴
○
○

○
自
動
車
道
。
周
辺
の
６
市
町
が

連
携
し
、「
○
○
○
・
中
丹
広
域

観
光
誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ

観
光
振
興
に
も
取
り
組
ん
で
い

�
城
屋
地
区
の
雨
引
神
社
で
行

わ
れ
る
府
登
録
・
市
指
定
文
化

財
「
揚
松
明
」。
４
０
０
年
以
上

前
の
大
蛇
退
治
伝
説
に
由
来
す

る
と
さ
れ
、
○
○
○
○
と
稲
の

豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

�
北
吸
地
区
に
は
明
治
・
大
正

時
代
に
建
て
ら
れ
た
12
棟
の
○

�
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
観

光
Ｐ
Ｒ
に
華
を
添
え
る
「
○
○

○
○
ま
い
づ
る
」。
現
在
は
32
代

目
。

�
「
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信
サ

ー
ビ
ス
」
で
も
○
○
の
出
没
情

報
を
配
信
。
市
で
は
、
○
○
除

け
の
ベ
ル
や
ス
プ
レ
ー
も
貸
し

出
し
中
。

�
舞
鶴
発
祥
の
料
理
「
肉
じ

ゃ
が
」
は
、
明
治
34
年
に
開

庁
し
た
○
○
○
○
の
舞
鶴
鎮

守
府
の
初
代
司
令
長
官
・
東

郷
平
八
郎
が
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
て
い
た
と
き
に
食
べ
た

ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
の
味
が
忘

れ
ら
れ
ず
に
作
ら
せ
た
の
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
は
○
○
○
○

ゆ
か
り
の
施
設
が
今
も
な
お

多
数
残
っ
て
い
ま
す
。

�
昔
の
家
屋
の
中
で
炊
事
場
や

作
業
場
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

し
た
。
大
庄
屋
上
野
家
で
は
こ

こ
に
お
く
ど
さ
ん
も
あ
り
、
今

も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
ア
ワ
ビ
の
中
で
は
最
高
級

品
の
○
○
ア
ワ
ビ
。
舞
鶴
で

も
養
殖
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
舞
鶴
港
と
れ
と
れ
セ
ン
タ

ー
は
、
市
内
唯
一
の
「
道
の

○
○
」。
旬
の
農
産
物
や
舞
鶴

港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

海
の
幸
を
味
わ
っ
た
り
、
購

入
し
た
り
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
も
大
人
気
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
解
き
方
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答え

▲作り手がこだわった土産品を推奨
し舞鶴ブランドをＰＲ

▲遊覧船で海軍ゆかりの施設が
残る東港を巡る

�
夏
は
岩
が
き
、
冬
は
○
○

○
。
冬
の
絶
品
グ
ル
メ
「
舞

鶴
か
き
丼
」
の
主
役
は
プ
リ

プ
リ
の
こ
れ
。

�
「
舞
鶴
か
に
」
に
は
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
を

示
す
「
京
都
」
と
漁
獲
し
た

「
漁
船
名
」
が
明
記
さ
れ
た
緑

色
の
○
○
が
取
り
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

❹
初
夢
に
見
る
と
縁
起
が
良

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
富
士

山
」「
○
○
」「
ナ
ス
ビ
」。

▲昨年７月には小浜ＩＣまで開通

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

豪
華
賞
品
を
進
呈
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

▪
賞
品
（
観
光
協
会
提
供
）

❖
特
賞
…
舞
鶴
か
に
（
１
人
）

❖
Ａ
賞
…
全
国
の
品
評
会
で

受
賞
し
た
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
な

ど
の
詰
め
合
わ
せ
（
５
枚
入
）

（
２
人
）

❖
Ｂ
賞
…
舞
鶴
か
き
丼
ペ
ア

食
事
券
（
３
人
）

❖
Ｃ
賞
…
エ
コ
バ
ッ
ク
や
エ

コ
ボ
ト
ル
な
ど
舞
鶴
か
に
Ｐ

Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
セ

ッ
ト
（
５
人
）

❖
Ｄ
賞
…
舞
鶴
か
に
Ｐ
Ｒ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
（
10
人
）

※
漁
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、

一
部
賞
品
の
内
容
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▪
申
し
込
み
方
法　

は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
Ａ
～
Ｉ
の
マ
ス
目

に
入
っ
た
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
、
秘

書
課
広
報
広
聴
係
へ
。
１
月

13
日
（
金
）
消
印
有
効
。
応

募
は
１
人
１
通
。

▪
発
表　

当
選
者
の
発
表
は
、

賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ク
イ
ズ
の
正
解
は
広
報
ま

い
づ
る
１
月
16
日
号
で
発
表
。

▪
問
い
合
わ
せ
先　

同
係（
☎

66
・
１
０
４
１
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

冬
の
味
覚
の
王
様
「
舞
鶴

か
に
」（
上
）
や
Ｐ
Ｒ
グ
ッ

ズ
（
右
）
な
ど
が
当
た
る

▶
○
○
○
地
区
の
沖
合
の
イ
カ
ダ
で

育
成
し
た
カ
キ
を
引
き
揚
げ
る

▲京のブランド産品「丹後とり
貝」は肉厚で大きく独特の甘み
があるのが特徴

ズ
の
祭
典
」
で
は
、
舞
鶴
選
抜

楽
団
と
米
米
ク
ラ
ブ
の
サ
ク
ソ

ホ
ン
奏
者
・
○
○
○
ノ
ボ
ッ
タ

さ
ん
が
共
演
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

船
が
寄
港
し
、
港
の
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
ま
し
た
。

▲この季節に味わえる海の幸

○
れ
ん
が
倉
庫
が
残
っ
て
お
り
、

う
ち
７
棟
は
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

○
○
れ
ん
が
パ
ー
ク
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

▲現在も炊事場として使用している大
庄屋上野家の○○

▶
貸
し
出
し
中
の
○
○
除
け
の
ベ
ル

と
ス
プ
レ
ー

▶
運
慶
作
と
い
わ
れ
る
金
剛
力
士

立
像

ト
な
ど
を
日
帰
り
で
巡
る
バ
ス

○
○
○
や
海
軍
ゆ
か
り
の
ス
ポ

ッ
ト
を
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
で

巡
る
バ
ス
＆
遊
覧
船
○
○
○
を

実
施
す
る
な
ど
着
地
型
観
光
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲京都府漁連舞鶴○○○では新
鮮な魚介類を仲買人が次々と競
り落とす

▲「○○の上の雲」のロケ風景（赤
れんが倉庫群）

▲幽斎公イメージキャ
ラクター「ゆうさいくん」

▶
田
井
地
区
の
沖
合
で
行
わ
れ
る
定

置
○
○
漁

▶
中
国
有
数
の
港
湾
都
市
で
あ
る
大
連

市

ま
す
。
平
成
26
年
に
は
敦
賀
Ｊ
Ｃ

Ｔ
ま
で
の
全
線
が
開
通
予
定
。

▶
氏
子
の
青
年
た
ち
が
高
さ
約
16
㍍

の
大
松
明
に
小
松
明
を
投
げ
て
火
を

付
け
る

▶
ま
い
づ
る
肉
じ
ゃ
が
ま
つ
り
実

行
委
員
会
の
皆
さ
ん
が
肉
じ
ゃ
が

を
振
る
舞
う

▲イルミネーションで彩られた○○れ
んが倉庫

▲冠島周辺を飛び交う○○ミズナギドリ

と
呼
ば
れ
ま
す
。

▶
ち
ゃ
っ
た
ま
つ
り
前
夜
祭
で
民
踊

な
が
し
を
踊
る
○
○
○
○
ま
い
づ
る

▶
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
な

ど
で
に
ぎ
わ
う

ＰＲ隊
長

「○○
○○」


